
一
番
票
が
集
ま
っ
た
の
は
、

西
大
寺
観
音
院
で
、
２
０
８

票
だ
っ
た
。
選
ん
だ
生
徒
の

理
由
に
は
、
「
高
校
受
験
の

時
お
世
話
に
な
っ
た
」
「
雰

囲
気
が
落
ち
着
く
」
と
い
う

記
述
が
多
か
っ
た
。

今
回
の
結
果
を
受
け
て
、

西
大
寺
観
音
院
副
住
職
、
坪

井
綾
広
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
。

国
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
意
味
は

平
成
28
年
３
月
２
日
、
西

大
寺
観
音
院
が
、
国
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
。
観
音
院
は
、
昭
和
34
年

３
月
27
日
に
岡
山
県
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

こ
の
度
、
国
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
変
更
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
裸
の
男
達
が
宝

木
を
奪
い
合
う
珍
し
い
歴
史

的
民
俗
行
事
（
会
陽

裸
祭

り
）
が
、
毎
年
２
月
に
行
わ

れ
て
い
る
。
数
千
人
も
の
参

加
者
が
あ
り
、
伝
統
的
な
習

俗
、
作
法
を
色
濃
く
残
し
て

い
る
。
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、

地
域
の
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ

で
、
地
域
資
源
と
し
て
一
層

価
値
を
高
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

会
陽
の
取
り
組
み
は

ま
ず
第
一
に
、
か
つ
て
は

入
れ
墨
を
し
た
裸
の
姿
が
目

立
ち
「
け
ん
か
祭
」
と
揶
揄

さ
れ
て
い
た
が
、
会
陽
奉
賛

会
が
「
明
る
い
は
だ
か
祭
を

守
る
会
」
を
結
成
し
、
入
れ

墨
や
暴
力
団
関
係
者
の
排
除

を
徹
底
し
た
。
次
に
、
危
険

防
止
の
た
め
、
本
堂
の
梁
か

ら
の
飛
び
降
り
も
禁
止
し
た
。

さ
ら
に
、
警
備
も
か
つ
て
は

人
垣
を
作
っ
て
行
っ
て
い
た

が
、
板
で
囲
う
な
ど
安
全
面

に
は
細
心
の
注
意
を
払
う
よ

う
に
な
っ
た
。
他
に
も
、
飲

酒
後
の
参
加
を
禁
止
し
た
り
、

開
始
時
刻
を
変
更
し
た
り
と

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
る
。

会
陽
の
こ
れ
か
ら

の
課
題
は

西
大
寺
会
陽
は
最
近
、
海

外
か
ら
の
参
加
者
や
見
物
客

が
増
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

外
国
人
へ
の
マ
ナ
ー
の
周
知

も
重
要
に
な
っ
て
き
た
。
見

学
者
の
増
加
を
目
指
し
て
、

宝
木
投
下
の
前
日
に
「
宵
祭

り
」
と
い
う
新
た
な
取
り
組

み
を
始
め
た
。
他
に
も
、
今

年
の
10
月
15
日
（
土
）
に
は
、

西
大
寺
観
音
院
初
の
試
み
と

し
て
「
西
大
寺
観
音
院
奉
納

コ
ン
サ
ー
ト
」
（
＝
写
真
）

が
開
催
さ
れ
た
。
最
近
で
は

時
代
の
変
化
に
伴
っ
て
着
替

え
場
所
の
提
供
な
ど
、
地
域

の
協
力
が
得
に
く
く
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
の
つ
な

が
り
と
い
う
点
か
ら
は
、
高

校
生
の
活
躍
に
大
変
期
待
さ

れ
て
い
る
。
若
い
人
た
ち
が
、

伝
統･

文
化
の
次
の
担
い
手

で
あ
る
。
様
々
な
形
で
の
参

加
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

西
大
寺
駅
は
１
３
２
票

選
ん
だ
理
由

「
噴
水
が

き
れ
い
」
「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
き
れ
い
」

こ
の
駅
一
日
の
乗

車
人
数
は

赤
穂
線
沿
線
の
駅
で
は
西

大
寺
駅
が
一
番
多
く
約
３
４

０
０
人
だ
。
大
多
羅
駅
は
多

少
増
加
し
て
い
る
が
、
西
大

寺
駅
は
最
近
は
ほ
と
ん
ど
増

減
が
な
い
。
.

西
大
寺
駅
の
管
轄
は
ど
こ

ま
で西

大
寺
駅
の
駅
員
は
10
名

で
、
大
多
羅
駅
か
ら
日
生
の

寒
河
駅
ま
で
管
轄
し
て
い
る
。

西
大
寺
駅
の
整
備
計

画
は今

は
特
に
な
い
。
最
近
で

は
駅
、
ホ
ー
ム
に
発
車
標

（
電
光
掲
示
版
）
を
設
置
し

て
見
や
す
く
し
ま
し
た
。

.

西
高
生
の
印
象
は
ど

う
か
。

西
高
生
は
と
て
も
し
っ
か

り
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

駅
周
辺
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
社
会
貢
献
活
動
に
、
熱

心
に
取
り
込
ん
で
い
る
姿
を

よ
く
み
か
け
る
。
期
待
し
て

い
る
の
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。ミ

ニ
知
識

赤
穂
線
開
業
は
１
９
６
２

年
９
月
１
日
。
開
業
と
同
時

に
「
け
え
べ
ん
鉄
道
」
が
廃

線
に
な
っ
た
。
赤
穂
線
の
開

通
ま
で
は
、
東
岡
山
駅
が
西

大
寺
駅
と
い
う
名
称
だ
っ
た
。

五
福
通
り
は
１
２
２
票

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て

い
た
だ
い
た
の
は
、
五
福
通

り
で
団
子
屋
を
始
め
ら
れ
た

五
福
う
さ
ぎ
の
店
主
十
川

（
そ
が
わ
）
高
尚
氏
だ
。

「
五
福
通
り
」
の

名
前
の
由
来
は
何
か
。

五
福
通
り
の
「
五
福
」
と

は
、
人
生
の
五
種
類
の
幸
福

に
由
来
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
五
種
類
の
幸
福
と

は
、
寿
（
寿
命
が
長
い
こ
と
）
、

富
（
財
力
の
豊
か
な
こ
と
）
、

健
寧
（
無
病
な
こ
と
）
、
好

得
（
徳
を
好
む
こ
と
）
、
終

年
（
天
命
を
も
っ
て
終
わ
る

こ
と
）
を
指
し
て
い
る
。
毎

年
の
は
だ
か
祭
り
で
裸
衆
が

奪
い
合
う
宝
木
も
、
こ
の
五

福
を
授
け
る
意
味
で
与
え
ら

れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

観
音
院
に
近
い
こ
の
通
り
は

五
福
通
り
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
よ
う
だ
。

五
福
通
り
の
特
徴

は
何
か
。

今
で
は
め
ず
ら
し
い
看
板

建
築
の
商
家
が
建
ち
並
び
、

昭
和
の
面
影
を
残
し
て
い
る

こ
と
だ
。

看
板
建
築
と
は
、
関
東
大

震
災
後
に
商
店
な
ど
で
用
い

ら
れ
た
建
築
様
式
だ
。
ち
ょ

う
ど
看
板
の
よ
う
な
平
坦
な

壁
を
利
用
し
た
自
由
な
デ
ザ

イ
ン
が
試
み
ら
れ
た
の
で
、

看
板
建
築
と
命
名
さ
れ
た
。

擬
洋
風
建
築
が
大
衆
化
さ
れ

た
も
の
で
、
外
観
こ
そ
洋
風

に
見
え
ま
す
が
、
中
に
入
る

と
奥
に
茶
の
間
が
あ
る
と
い
っ

た
、
昔
な
が
ら
の
間
取
り
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

ま
た
、
か
つ
て
は
吉
井
川

を
上
下
す
る
高
瀬
舟
が
、
運

ぶ
荷
物
を
陸
揚
げ
し
た
問
屋

が
多
く
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

映
画
や
ド
ラ
マ
の
撮
影
で
た

び
た
び
使
用
さ
れ
て
お
り
、

平
成
23
年
の
4
月
に
は
、
昭

和
30
年
代
の
東
京
下
町
を
舞

台
と
し
た
映
画
『A

L
W
A
Y
S

三
丁
目
の
夕
日
‘
64
』
の
ロ

ケ
が
行
わ
れ
た
。

最
近
で
は
、
レ
ト
ロ
マ
ル

シ
ェ
（
＝
写
真
）
と
い
う
行

事
が
行
わ
れ
昔
の
賑
わ
い
を

再
現
し
て
い
る
。

緑
花
公
園
は
82
票
で
４
位

選
ん
だ
理
由

「
写
真
が
映

え
る
」
「
い
ろ
ん
な
年
齢
の

人
が
利
用
で
き
る
」
「
百
花

プ
ラ
ザ
に
は
、
図
書
館
が
あ

り
、
静
か
で
落
ち
着
く
」

こ
の
公
園
は
、
紡
績
工
場

の
跡
地
を
利
用
し
て
い
る
。

ラ
ー
メ
ン
店
八
方
は
36
票

選
ん
だ
理
由

「
学
生
割
引

が
あ
る
」
「
お
好
み
焼
き
と

ラ
ー
メ
ン
が
お
い
し
い
」
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わ
っ
し
ょ
い
新
聞

西
大
寺
高
校
新
聞
部
で
は
全
校
生
徒
を
対
象
に

「
私
の
好
き
な
西
大
寺
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
西
大
寺
の
町
の
中
で
、
自
分
の
好
き
な
場

所
２
カ
所
を
理
由
も
含
め
て
答
え
て
も
ら
っ
た
。

私の好きな西大寺

第
２
位
は

西
大
寺
駅

生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト

第
1
位
は

観
音
院

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
る

東
岡
山
駅
は
西
大
寺
駅
だ
っ
た

第
３
位
は

五
福
通
り

人
生
の
五
種
類
の
幸
福
を

求
め
て

観
音
院
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト

坪
井
綾
広
副
住
職
に

話
を
聞
く

磯
山
良
司
駅
長
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

西
大
寺
駅
前
の
会
陽

銅
像

五
福
う
さ
ぎ
の
十
川
高

尚
氏
に
話
を
聞
く

本
校
書
道
部
も
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露

第
４
位

緑
花
公
園

番
外

八

方

試
食
の
後
記
念
撮
影


